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ライオンズ・リーダーシップ研究会

メンタリング（指導教育）
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講師の手引

	セッションの前に

	プログラムの背景

ライオンズクラブの成長は、ひとつの世代が積み上げた知恵と経験を次の世代の指導者に引き継ぐことができるか、という一点にかかっている。新たな会員が入会しても、彼らを成功に導くための訓練や支援が十分に施されない場合が多い。メンタリング、つまり経験豊富なライオンズの指導者と大きな可能性を秘めた会員を組み合わせることにより、次世代を担う指導者を育成すると同時に、指導する側にも新たな技能を身につけさせることができる。このセッションでは、現在、そして未来のライオンズ指導者がメンタリングの役割を理解し、優れたメンター（模範となって指導や助言をする人）、受容的なメンティー（メンターの指導や助言を受ける人）となる上で有効な技能を習得・実践する機会を提供する。
ライオンズクラブ国際協会には、公認のメンタリング・プログラムがある。この公認のメンタリング・プログラムに関する出版物は、ライオンズクラブ国際協会のウェブサイトから入手することができる。このセッションは、同プログラムに取り組むために企画されているのではなく、メンターとメンティーがこのプログラムに参加するための準備となるものである。更に、非公式のメンタリング関係を他のメンバーと築いている、または築く予定のライオンズ全員にとってもメリットがある。 
尚、この課程で使われる資料は全て、アメリカで執筆されたものであり、同書に記載されている管理スタイルは同国で一般的に使われているものである。それ故、内容は自国での規範や価値観に合わせ、自由に変更を加えることができる。また、自国及び自国語で出版されているメンタリングに関する本や記事があれば、付け加えることもできる。（配布物を加える場合には、参加者用の資料を訓練プログラムの会場に到着する前までに印刷しておくようにする）
セッション資料 
パワーポイント･スライド 

· スライド#1: 「リーダーの評価」
· スライド#2: 「セッションの目標」
· スライド#3: 「メンターとは、、、」
· スライド#4: 「メンティーとは、、、」
· スライド#5: 「効果的なパートナー関係」
· スライド#6: 「セッションの目標」
· スライド#7: 「真の成功」
配布物
· 基礎ライオンズ・メンター・ガイド
· 上級ライオンズ・メンター・ガイド
視聴覚機材

· フリップチャートとマーカー
· LCDプロジェクターとスクリーン
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	講義/解説


	参加者主導型アクティビティ
	スライド
	フリップチャートまたはポスター
	「参加者の手引」またはプリント
	


	セッションの時間配分（案）

	課程
	時間
（分）
	方法
	資料

	はじめに
	10


	プレゼンテーション： 概要 

プレゼンテーション／ディスカッション： 目標

	スライド#1: 「リーダーの評価」
スライド#2: 「セッションの目標」
スライド#3: 「メンターとは、、、」
スライド#4: 「メンティーとは、、、」 

参加者の手引


	単元1: 利点
	10
	実習： メリットを理解する
	

	単元2: 効果的なメンタリング関係
	35
	実習: 私の経験 

プレゼンテーション／ディスカッション： 基盤
プレゼンテーション／ディスカッション： 効果的なメンターの特徴
プレゼンテーション／ディスカッション： 効果的なメンティーの特徴

	スライド#5: 「効果的なパートナー関係」
参加者の手引


	単元3: 計画
	30
	プレゼンテーション： 計画ワークシート
プレゼンテーション／ディスカッション： コミュニケーション計画
プレゼンテーション／ディスカッション： 目標達成
実習： メンタリング関係の計画

	参加者の手引


	まとめ
	5
	実習:  メンタリングに関する課題
プレゼンテーション： 目標の確認
	参加者の手引
スライド#6:  「セッションの目標」
スライド#7: 「真の成功」


	総所要時間
	90
	
	



	はじめに

	所要時間
	方法
	内容

	10分

合計
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スライド#1

	プレゼンテーション：  メンタリングの概要

1. 参加者に挨拶する。

2. スライド#1を提示する:  「リーダーの評価」
3. 次のように説明する。「今日は、指導力の大切な要素、メンタリングについて考えてみたいと思います。メンタリングとは、メンターとそのメンティーの間に成立する関係のことであり、この言葉の起源は古代ギリシャにさかのぼります。」

講師の留意事項：  「メンター」という言葉の起源について、次の物語を紹介することもできます。

「メンター」という言葉は、ギリシャ詩人ホメロスが書いた「オデュッセイア」からとられています。  この物語の主人公オデュッセウス（ラテン語では「ユリシーズ」として知られています）は、トロイ戦争に赴くことを計画していました。

彼は戦争の支度をしながら、息子のテーレマコスが自分の留守中に王としての役割を果たすには未熟すぎることに気がつきました。  オデュッセウスは信頼できる友人であった賢者メントール（英語では「メンター」）に、自分がいない間テーレマコスの後見人となってくれるよう依頼し、メントールはこれを承諾しました。

賢く思いやりのあることで知られるメントールをテーレマコスの指導役に選んだことは、適切であり、よく考慮された判断でした。  継承者を王位にふさわしい人物として教育することは、極めて重大な仕事です。そこには優れた叡智と配慮が不可欠であり、オデュッセウスはその大切さを認識していたのです。  

「メンタリング」という言葉は時を越えて今に伝えられ、メンターとメンティーの関係を示すものとなっています。



	7分
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スライド#2
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スライド#3 
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スライド#4


	プレゼンテーション／ディスカッション：  セッションの目標

1. スライド#2を提示する： 「セッションの目標」
2. 「参加者の手引」1ページにある目標を確認するよう指示する。

3. 「本セッションが終了した時点で、皆さんは次のことができるようになっているはずです」と述べる。

· メンタリングの概念を説明する

· メンタリングが、メンティー、メンター、協会のそれぞれにもたらすメリットを理解する

· 効果的なメンター及びメンティーの特徴を理解する

· メンター又はメンティーとのメンタリング関係の計画を立てる 

4. 「セッションを開始するにあたり、『メンター』および『メンティー』という言葉を定義付けする必要があります」と述べる。

5. スライド#3を提示する： 「メンターとは、、、」 
「メンターとは、信頼できる助言者・指導者のことである」

6. 「参加者の手引」2ページを開くよう指示する。
7. この定義のキーワードを次のように説明する。

· 信頼できる人

· 助言者

· 指導者

8. メンターを説明する適切な言葉が他にもないか、参加者に質問する。

9. 回答をフリップチャートに記入する。  次のような回答が予想される。

· 教師

· コーチ

· 友人

10. スライド#4を提示する： 「メンティーとは、、、」
「メンティーとは、自分より豊富な経験と知識をもった人物の指導を受けて、学び成長しようと模索する者のことである。」
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	11. この定義のキーワードを次のように説明する。
· 模索する
· 学ぶ
· 成長する
12. メンティーを説明する適切な言葉が他にもないか、参加者に質問する。

13. 回答をフリップチャートに記入する。次のような回答が予想される。

· 耳を傾ける

· 進歩する

· 生徒

14. 「調査の結果、メンタリングは人々や組織に大きな影響を与えることが分かっています」と述べる。以下はその一例である。

· 企業トップに対するアンケートにおいて、彼らは、自らのキャリアにおける3つの大きな原動力の1つはメンタリングであったと言っている。 (出典:  フォーチュン500のアカウント・テンプス・アンケート）

· 創造的リーダーシップ研究所（the Center for Creative Leadership、CCL）が米国で正式に社内メンタリング・プログラムを実施している企業を対象に1997年に行った調査では、回答者の77％が、メンタリングは職員の業績維持・向上に役立ったと答えた。

· 米国教育・開発協会は、フォーチュン500社及びその他の民間企業に対し、組織内で用いられている学習方法に関する質問を1996年に行った。その内の71%がメンタリングを使っていた

講師の留意事項:  メンタリングの有効性を示す個人的な体験があれば、参加者に紹介してください。



	単元1: メリット

	所要時間
	方法
	内容

	合計10分
	
	

	10分
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	実習: メリットを理解する

1. 「ご存知のように、メンティーは、メンターの知識や経験から何らかの恩恵を受けることが出来ます」、と述べる。またメンターもこの関係により幾つかの恩恵を受けることができる、ということも述べる。私たちは、この関係におけるその他の当事者のことも考えるべきである。つまり、私たちが他のライオンズとメンタリング関係を結んだ時には、ライオンズクラブ及び本協会全体もまた、恩恵を受けるのである。 

2. 3つのグループに分かれるよう指示する。

3. ライオンズのメンタリング関係における次の3つの関係者を、各グループに割り当てる: メンター、メンティー、ライオンズクラブ（そして本協会）。

4. 各グループに次のような指示をする:

· 指定された関係者がメンタリングによって受けられる恩恵について、自由に意見交換する時間を5分間取る

· それぞれのアイディアを、フリップチャートに記録する

· グループ全体にアイディアを共有する準備をする

5. 報告をする： 
· 各グループの意見を話し合う

· 残りのグループが彼らの意見を発表できるようにする

6. 「幾つかのメンタリング関係は他者よりも効果的であるだけでなく、素晴らしいメリットを提供するものです」と述べながら、次の単元に移行する。「これから、効果的なメンタリング関係に貢献する幾つかの事柄を見ていきましょう」




	単元2: 効果的なメンタリング関係

	時間
	方法
	内容

	総所要時間：

35分
	
	

	15分
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スライド#5

[image: image25.wmf][image: image26.wmf]

	実習: メンター/メンティーとしての私の経験

1. スライド#5を提示する： 「効果的なパートナー関係」
2. メンタリング関係は、他の関係と同様である、と説明する。幾つかの関係は、他よりも効果的である。婚姻関係や仕事関係のように、関与する人々は、その関係が上手くいくよう一生懸命対応し、その関係にある種の特性を引き出す必要がある。

3. 参加者に、自らがライオンズ又はその他の組織においてメンターを務めた経験を思い出し、その経験について「参加者の手引」3ページに簡潔に記入するよう、指示する。 

· 彼らが成功した2つのこと

· 次回は異なった方法で行う方が良いと思う、2つのこと

4. 参加者に、自らがライオンズ又はその他の組織においてメンティーを務めた経験を思い出し、その経験について「参加者の手引」に簡潔に記入するよう、指示する。 
· 彼らが成功した2つのこと

· 次回は異なった方法で行う方が良いと思う、2つのこと

5. 2～3人のグループを作り、自らの経験を共有するよう、参加者に指示する。この話し合いに数分間を取るようにする。

6. 実習に関する下記の幾つかの質問の回答を発表してもらう。

· 人々の経験は類似していましたか、又は異なる点が多かったですか?
· 何によって、これらの関係が特に意義ある経験となりましたか?
· 「未だに自分のメンター又はメンティーと連絡を取り合っている人はどの位いますか?」と聞き、参加者に挙手してもらう。
7. メンタリングの関係を効果的なものにするには、幾つかの基盤が無ければいけないことを説明する。 

8. 「ライオンズ・メンタリング・プログラムは、効果的な連携関係の幾つかの特徴、及び効果的なメンター・ライオンズとメンティー・ライオンズの幾つかの特徴を提供します」と述べる。

	5分
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	プレゼンテーション／ディスカッション： 効果的なライオンズ・メンタリング関係の基盤

1. 「基礎ライオンズ・メンター・ガイド」を一部ずつ各参加者に配布し、研究会期間中及び研究会後に、このガイドを参考にするよう伝える。

2. 「ここで話す特徴や特質は全て、『基礎ライオンズ・メンター・ガイド』に記載されています、更にその概念は、プログラムの一貫であるメンタリング関係、又は2人のライオンズの間に築かれる非公式なメンタリング関係にも適用されます」と説明する。

3. 「参加者の手引」4ページを開くよう指示する。

4. 「ライオンズ・メンター・プログラム」からメンタリング関係の基盤となる要素をすぐに確認するよう、参加者に指示する。

5. この関係を成功させるために行うべきことが他にもあるか、尋ねる。

6. 回答をフリップチャートに記録し、「参加者の手引」の空欄に記入するよう、参加者を促す。



	5分
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	プレゼンテーション／ディスカッション： 効果的なライオンズ・メンターの特徴

1. 「参加者の手引」5ページを開くよう指示する。

2. 言及されている特徴を確認する。これらの特徴の1つであるコミュニケーションは、関係にとって必要不可欠であり、コミュニケーションに関する詳しいセッションがこの研究会でも行われる旨を、述べる。

3. 効果的なメンターが見せる、その他の特徴があるかどうかを、尋ねる。

4. 全ての回答をフリップチャートに記録し、「参加者の手引」の空欄に記入するよう、参加者を促す。


	5分
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	プレゼンテーション／ディスカッション： 効果的なライオンズ・メンティーの特徴
7. 「参加者の手引」6ページを開くよう指示する。

8. 「参加者の手引」に記載されている特徴を確認する。コミュニケーション、新たなことに挑戦する意欲、そしてリスクを恐れないことが肝要であると、述べる。

9. 効果的なメンティーが見せる、その他の特徴があるかどうかを、尋ねる。

10. 全ての回答をフリップチャートに記録し、「参加者の手引」の空欄に記入するよう、参加者を促す。

11. 「このセッションで検討すべき最後の要素は、メンター関係の詳細な計画を立てることの重要性についてです」と述べる。「それでは、始めましょう」 




	単元3: 計画

	時間
	方法
	内容

	総所要時間：

35分
	
	

	5分
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	プレゼンテーション： 計画ワークシート

1. 「参加者の手引」7ページにある計画ワークシートを見るよう指示する。

2. このワークシートは、「基礎ライオンズ・メンター・プログラム」の計画書に記載されているものと類似している旨を、説明する 。ワークシートには、下記の要素が含まれている：

· コミュニケーション計画

· 目標

· 達成へのステップ 

· メンターからの提案／アドバイス

· 資料

· 進展状況の指標

· 期日

3. 次のように述べる。「新会員がライオンズや自分のクラブの背景や歴史について、よく学びたい場合について、考えて見ましょう。彼女のスポンサーがメンターとなり、彼女は『基礎ライオンズ・メンター・プログラム』の第一部に取り組むかもしれません。また、彼女はライオニズムの歴史などを学ぶ上で、更に経験の多いメンバーから支援を求めるために、彼らに連絡を取るかもしれません。計画の各要素を、メンターとメンティーが考えるように、私たちも検討してみましょう」



	5分
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	プレゼンテーション／ディスカッション： コミュニケーション計画

1. 「ここで重要な要素の1つとは、以下のポイントです」と述べる。

· コミュニケーション方法

· コミュニケーションの日程・時間と頻度

· 会合の場所

2. 次のように述べる。「メンターとメンティーの最も一般的なコミュニケーションの取り方は、一対一で直接会って話をすることだと思われますが、他の手段の方が都合のよい場合もあるでしょう」  

3. 次の質問をする：「それ以外の方法としては、どのようなものが考えられるでしょうか？」と尋ねる。次のような回答が予想される。

· 電話

· Eメール

· 郵便 

· 他のメンティーを交えたグループミーティング 

4. 「目的や期間の違いに応じて、コミュニケーションの方法を変更した方がいい場合もあるでしょう」と述べる。

5. 次のように説明する。「コミュニケーションの頻度・時期・場所はさまざまですが、予め計画を立てておくことが大切です。必要に応じて計画を変更しても構いませんが、情報交換の時間と場所は定期的に確保しておかなければなりません」



	5分
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	プレゼンテーション／ディスカッション： 目標達成

1. 「メンタリング関係においては、常に達成すべき目標が1つ又はそれ以上あります」と説明する。「またメンターとメンティーとを結びつけた当初の目標に加えて、長期的な関係目標が時々出てきます。  その場合には、目標達成の計画を定期的に更新する必要があります」

2. 次のように尋ねる:「例に挙げられている状況での目標が、新会員がライオニズムの歴史について学ぶためである場合、その目標を達成するのに、彼女はどのようなステップを踏む必要がありますか」  次のような回答が予想される。

· ライオニズムの歴史を復習する

· クラブの歴史について調べる

· 協会の目的について学ぶ

3. 次のように尋ねる:「皆さんがメンターであるとしたら、メンティーがこれらのステップを完了し、目標を達成できるよう、どのようなことを提案しますか?」  次のような回答が予想される。

· ライオンズクラブ国際協会及びウェブサイトから入手できる出版物を通読する

· クラブの歴史に関する書類を読むために、クラブ幹事に参考になる書類を探してもらう

· クラブについて教えてくれる、経験豊富な会員を探す

4. 次の質問をする：「メンティーが目標を達成するためには、どのような資料が必要でしょうか？」次のような回答が予想される。

· オリエンテーション・ガイド（ME-13）
· ファクトシート（PR-799）
· ライオンズクラブ国際協会の歴史（PR-800）
· ライオンズ学習センター 

· 元クラブ会長 

5. 次のように尋ねる:「目標の達成度は、メンターとメンティーの双方が同意する方法で測定されなければなりません。どのような方法が考えられるでしょうか?」次のような回答が予想される。

· 通常の会合において、各ステップについてメンターと話し合う

· 他の新会員に対し、プレゼンテーションを行う

· 新会員及び会員勧誘の際に利用できる資料を作成する
6. 次の質問をする:「最後に、これらのステップを終了するのに、どの位時間がかかると思いますか?」回答はさまざまだろう。

7. 次のように奨励する。「メンタリング関係を始める際には常に、この用紙かこれに類するものを用いてください。計画表を用いることによって関係に枠組が与えられ、さまざまな潜在的な問題を回避することができるはずです」

8. 「これから実習に移りますが、その前に何か質問はありませんか?」と尋ねる。

	20分
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	実習:  メンタリング関係の計画

1. 相手を見つけて2人1組となるよう、参加者に指示する。

2. 「参加者の手引」8ページを開くよう指示する。

3. 活動手順を説明する。

· どちらがメンター役、メンティー役になるかを決定する。

· 8ページに記載されているシナリオを確認する。（これらは、幾つかの非公式なメンタリング・シナリオと同様に、基礎ライオンズ・メンタープログラムの第一部及び第二部にも含まれている）

· シナリオの中から目標を1つ選択するか、自分の計画に基づく自らの目標を立てる

· 5分間話し合い、二人のメンタリング関係の計画を立てる。

· この計画セッションのあらゆる側面を記録するために、7ページのワークシートを用いる

· 計画をグループ全体に発表できるよう、準備する。


	まとめ

	時間
	方法
	内容

	総所要時間：

5分
	
	

	5分
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スライド#6


スライド#7


	プレゼンテーション： メンタリングに関する課題

1. 次のように述べる。「どのセッションを終える前にも、学んだ内容をライオンズの指導者としてどのように活用できるのか、常に自問してみるべきです。このセッションでは、訓練が終わり本拠地に戻った後メンタリングに関与する場合に取り組むべき課題を用意しています。」

2. 「各参加者はそれぞれのクラブに戻った後、他のライオンとメンタリング関係を築くよう、要請されています」と説明する。この課題の目的は、自己育成の過程を進めるよう、各参加者に呼びかけることである。メンタリング関係は：

· 参加者をメンター又はメンティーのいずれかに関与させるかもしれない

· 公式なライオンズ・メンター・プログラムの一貫かもしれないし、明確な幾つかの目標を達成するための非公式なメンタリング関係かもしれない

3. 明確な手順を知るために「参加者の手引」9ページを参照するよう、指示する。

4. 「他のライオンからメンタリングを受けたい、又は他のライオンの能力を高めるために他のライオンを助けたいと思ったならば、次のことを実行すべきです」と説明する。 

· もっと経験が豊富なライオンにメンターを務めてもらえるか打診する、または自分とメンター関係を築きたい経験の浅いライオンをさがす

· 短期的又は長期的目標を一緒に立てる

· 下記を含む計画を共に立てる

· コミュニケーション計画

· 目標声明文

· 目標を達成するためのステップ

· メンターの意見

· 使用された資料

· 成功の度合いを計る方法

· 目標を達成するための時期

講師の留意事項： この課題及び今後利用できるよう、計画ワークシートのコピーを多めに用意しておくよう、参加者を促してください。

5. 「上級ライオンズ・メンター・ガイド」を各参加者に配布し、研究会後、自宅に戻った際に確認するよう奨励する。

6. この課題を終了させる必要がないことを、参加者に再度伝えるが、彼らが自らこれに取り組むことを望んでいる旨を伝える。

7. 「何か質問はありますか？」と尋ねる。

8. スライド#6を提示する： 「セッションの目標」
9. 目標を達成することができたかどうか尋ねる。コメントを受け付ける。

10. スライド#7を提示する： 「真の成功」



	スライド


· スライド#1:  「リーダーシップの評価」

· スライド#2: 「セッションの目標」

· スライド#3: 「メンターとは、、、」

· スライド#4: 「メンティーとは、、、」

· スライド#5:  「効果的なパートナー関係」

· スライド#6: 「セッションの目標」

· スライド#7: 「真の成功」
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